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⼈共存ロボティクス普及基盤形成
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COCNフォーラム2019

Society 5.0社会における、サーバー空間とフィジカル空間の
融合⼿段である、『⼈共存ロボティクス』の速やかな社会実装による
喜びのある⽣活の実現と、社会課題の解決

テーマが実現しようとしている⽬標
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出展︓政府広報 Society5.0ページより
https://www.gov-online.go.jp/cam/s5/

【⼈共存ロボティクス】
⼈が活動するフィールドで共存し、インタラクションを特徴とする、
⼈の能⼒向上、サービス品質向上、⽣産性向上を実現する
ロボティクスの総称

 多様な⼈の労働や⾏動範囲の拡⼤による、可能性拡⼤
 就労⼈⼝減少への対応
 イノベーションによる新たな価値創出

解決を⽬指す
社会課題



COCNフォーラム2019

⼈共存ロボティクスの普及課題（2018年度検討）

多くのユーザーが活⽤できる施策多くのユーザーが活⽤できる施策

ステークス
ホルダー

各省庁各省庁

実証試験 製品・
サービス化

社会実装
（定着）

各⼤学/研究機関各⼤学/研究機関
メーカー企業メーカー企業

研究開発開発⇒社会
実装段階

普及
課題

⾃治体⾃治体
ファンド・銀⾏ファンド・銀⾏

試験・認証機関試験・認証機関

製品からのフィードバックによる研究開発の仕組み製品からのフィードバックによる研究開発の仕組み

ユーザー企業ユーザー企業

教育

エコ
システム

研究
開発
基準
標準

ユーザー/SIer教育の充実ユーザー/SIer教育の充実

全体をとりまとめ、製品/サービスを進化させる仕組み

投資 産業化へ⺠間投資の強化産業化へ⺠間投資の強化
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⼈共存ロボティクスコンソーシアム（2018年まとめ）

官公庁、研究・認証機関

研究所⼤学企業 ⾦融機関
(銀⾏・証券・保険)

⽀援事業・規制緩和等提案

公共空間ロボット
プロジェクト群

実⽤化プロジェクト

各社会実装⽀援

データ収集・分析・利活⽤
プロジェクト

試験環境構築
プロジェクト

⼈材育成＆社会啓発
プロジェクト

基盤プロジェクト プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
⽀
援

“普及基盤とイノベーションエコシステム” の構築の提案“普及基盤とイノベーションエコシステム” の構築の提案

経営管理・意思決定組織

運営・推進組織
費⽤社会実装ノウハウ

教育・認証・産官学連携・実証試験・ファンドのスキーム等基盤構築
実⽤化(社会実装)⽀援

家庭ロボット
プロジェクト群

介護ロボット
プロジェクト群
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2019年度 検討ユースケース

コンソーシアム機能の１ケースとして「公共空間ロボティクス」を設定し、
ユーザーを主体とした導⼊・活⽤の参考となるプロセスをまとめた、
『⼈共存ロボティクス(公共空間)導⼊・活⽤ガイドブック』 を提案予定

商業施設 施設管理者

決済業者

運⾏管理者

顧客情報

アプリ提供者 クラウドサービス

基盤システム

案内

誘導

情報サービス

荷物運搬

予約/発券⾒守り/警備

清掃

駅・空港・SC・オフィス・複合施設など

社会実装エコシステム

SIer

保険業者

交通事業者 ロボット提供者

運搬/清掃ロボ 案内ロボ 乗⽤ロボ

移動補助

〈公共空間ロボティクスサービス〉
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